
小児医療分野の評価及び今後の取組方針

[部会の主な意見]

１ 小児医療分野については、議論すべき範囲が幅広く１つの部会では処理できないため、部会にぶ
ら下がる作業部会を複数立ち上げ個別で問題提起を行い、小児医療部会に各作業部会で取り上げた
課題などを提案する必要がある。

２ 小児科医師数の調査について、出典元を「医師・歯科医師・薬剤師統計」とし、指標の数値を更
新しているが、それでは沖縄県内の実情とは異なるため小児科医師偏在指標を踏まえた指標を設定
する必要がある。

３ 個別施策の指標については、昨年度、第８次医療計画策定時にきちんと整理できなかったため引
き続き議論していく必要がある。
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(様式３)総合評価表

取組と指標の整合性
（セオリー評価）

・中間評価に向けて引き続き整理を行う。

取組の実施状況
（プロセス評価）

・計画で設定した個別施策に基づき取組を実施した。

指標の進捗状況
（インパクト評価）

・13指標のうち、５指標が改善した。

・個別施策の指標については、まだ設定されていないため引き続
き議論していく。

今後の取組方針
（総合評価）

・今年度取り組んでいる施策については継続しつつ、今後の体制
等について、小児医療部会で議論を進めていく。
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